停留ビザ　　　　　　　　　商務ビザ申請
１、対象者
日本国籍のビジネス関係者 (日本国籍以外の方は在留カード及び住民票<最近3ヶ月以内に役所から発行された全部事項証明書>を併せてお持ちください。) 

※短期間の技術指導、機械設置やメンテナンス、貨物の検品、研究や開発の仕事において協力行為がある場合、査証が必要です。業務目的で査証が必要か判断できない場合、現地の取引会社を通じて勞動部(台灣)に確認して下さい。TEL：02-2380-1709
２、必要書類
(1) 旅券：原本とコピー1部
（ﾏﾙﾁﾌﾟﾙの場合は残存期間15ヶ月以上/ｼﾝｸﾞﾙの場合は6ヶ月以上）
(2) ビザ申請書：1通（オンライン登録したもので、本人の署名が必要）

(3) カラー・背景無地白色の証明写真：2枚（縦4.5cm×横3.5cmのパスポートサイズ、頭頂から顎までの長さが3.2~3.6cmで、申請日前6ヶ月以内に撮ったもの）
(4) 勤務会社の在職証明書
(5) 台湾への出張命令書
※出張先の会社名、訪問目的、一回の渡航における滞在日数等詳細を記載してください。
マルチプルビザを希望で、向こう一年間に数回渡航予定がある場合は、それぞれの予定
滞在期間と業務内容の詳細も明記すること。
(6) 台湾の受け入れ先発行の招聘状（PDFを印刷したものでも可）
※　出張命令書と内容が同一になるようにお願いします。
(7) 発行日から3ヶ月以内の登記簿謄本と印鑑証明書（必要がある場合のみ原本を返却）
(8) 往復航空券又は予約確認書
(9) ビザ費用：最新の手数料一覧表をご参照下さい。
注意事項：
1. 本人または代理人が直接窓口にて申請して下さい。

旅行会社の方が代理申請する場合は、社員証(外務員証等)の原本とコピー（一部）をお持ち下さい。旅行会社を通さない場合は、委任状と、代理人の身分証明書類が必要です。
2. 原則、停留期間30日のビザが発給されます。台湾での停留期間が31日を超える場合、労働部に許可申請が必要な場合があります。
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